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果菜は長期貯蔵ができない，米菓は2週間以上  

は無理など，野菜の種類匠よって状況が異夜る  

点を指摘。現場記録の最初のもの。  

また，北海道航路船に7日間突船調査の結果，  

野菜廃棄率総平均239あであった。ただし遠航  

予定のストックがあったので，この影響が加わ   

っている。   

短）高木和男・増団富江「野菜・果実の貯蔵  

による栄養価の低F」海】1二労働調査報告（う），  

19 う 2  

昭利26年，労研の水冷威庫（十4℃）とす  

かし箱による野菜の貯蔵実験。長ねぎ，ほうれ   

ん草，きょうな，はくさレ㍉きゃべつ，だいこ   

ん，たまねぎ，ばれいしょ，にんじん，りんご，   

かき，みかんについて，ビタ三ン含有義の変化，   

貯蔵可能期間をみた。貯蔵可能期間については，   

収穫期・貯蔵方法・産地等の影響がみられたし，   

貯蔵可能限度をある程度明らかにし得た，とし   

てレ、る。  

（功 高木利男・西部徹一り」＼石索道ほか「船   

員食の問題点」海上労働調査報告（7），1957  

その後の資料を加えて，この時点における船   

員給食の問題点を整理した文献。一一部に昭和   

28年，外航船3隻に調査票を送って野菜廃棄   

率を記銘してもらった結果が収宿されている。   

航路別，期間別の平均廃棄率（庫出義一仕込意）   

が算出されたが，こうした調査票の郵送では，   

数値匠ばらつきが多く，信根底の高いうト一夕が   

碍忙くい。表Ⅹ－2   

（4）高木和男「′ミルシヤ湾夕ニノカい一軒こおける   

食品の貯蔵による変化と船員の栄養状態」海上   

労働調査報告（10），19 う9，封よび海上労働   

科学研究会報（9），19う7  

昭利31年，タンカーに乗船して仁航海中の  

A 船内給食の廃棄率に関する資料  

1．船内給食に用いられてきた廃棄奉  

職利44年1月，船員法の食料表の改正があ   

った。その際，食料表備考に掲げられていた廃  

棄率に関する具体的な数値が廃止され，「食料   

の積込みにあたっては，貯蔵期間に応じた食料   

の廃棄率及び自然減耗率を充分に考慮するこd   

と改められた。  

食料の船内貯蔵にともなう廃棄量をどうみる   

かについては，従来から問題視されてきたとこ   

ろである。近年，船内冷蔵庫の性能，食占占の包   

装技術や加工技術なども向上してきてレぃるので   

船内保存中の廃棄量も少なくなってきたのでは   

ないかといった常識的な見方も起こ少，再検討   

を要するという機逆が深ずカつつあった。  

この時点まで匠，実用に供されていた船員給   

食に関係する廃棄量を一覧表にまとめてみると   

表Ⅹ－1のようである。   

2．船内給食における廃棄率の実態調査例   

これらの数値に，多かれ少なかれ基礎資料あ   

るいは参考資料となったと思われる調査文献を   

あたってみると，つぎのようなものがある。   

（1）高木利男・荒央江「船内給食状況につい  

て」海上労働調査報岱（刃，1951   

昭和2う年8月，うぅツづ航路船で19日間   

記銘。結球野菜，根菜は永持ちするが，米菓，  

m130－   
































